
突
然
で
す
が
、
富
士
町
の
み
な
さ

ん
、
須
田
地
区
に
あ
る
笹
沢
左
保
記

念
館
を
ご
存
知
で
す
か
？

そ
の
存

在
は
知
っ
て
い
て
も
、
実
際
に
訪
れ

た
こ
と
の
あ
る
方
は
多
く
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
、
そ
の
笹
沢
左

保
記
念
館
を
訪
れ
、
館
長
の
島
ノ
江

修
治
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し

た
。古
湯
温
泉
、
杉
乃
家
旅
館
の
前
を

通
り
、
山
華
の
正
を
過
ぎ
て
、
少
し

坂
を
上
っ
た
と
こ
ろ
に
、
笹
沢
左
保

記
念
館
は
あ
り
ま
す
。
以
前
、
こ
の

紙
面
で
ご
紹
介
し
た
切
子
工
房
『
孤

遊
庵
』
の
ち
ょ
う
ど
目
の
前
で
す
。

真
っ
白
い
壁
に
赤
い
屋
根
、
風
見

鶏
ま
で
つ
い
た
こ
の
素
敵
な
建
物
は
、

作
家
笹
沢
左
保
が
昭
和
六
三
年
か
ら

七
年
間
暮
ら
し
、
百
冊
も
の
作
品
を

生
み
出
し
た
邸
宅
で
す
。

笹
沢
さ
ん
は
、
昭
和
六
二
年
、
第

四
回
古
湯
映
画
祭
に
ゲ
ス
ト
出
演
。

そ
の
際
、
古
湯
を
散
策
し
た
り
、
人
々

と
交
流
し
た
り
す
る
う
ち
、
古
湯
の

魅
力
を
実
感
し
ま
し
た
。
横
浜
で
生

ま
れ
、
都
会
で
育
っ
た
笹
沢
さ
ん
は
、

小
さ
い
頃
か
ら
田
舎
へ
の
憧
れ
が
あ

り
、「
田
舎
暮
ら
し
の
経
験
の
な
い
私

が
空
想
し
て
い
た
故
郷
の
風
景
が
こ

こ
に
あ
る
」

と
移
住
を
決
意
し
た
そ
う
で
す
。

こ
こ
で
暮
ら
し
た
七
年
の
間
、
原

稿
が
仕
上
が
る
と
旅
館
に
み
ん
な
を

集
め
て
酒
盛
り
を
し
た
り
、
結
婚
式

に
呼
ば
れ
れ
ば
出
席
し
た
り
と
、
笹

沢
さ
ん
は
富
士
町
の
人
た
ち
に
と
て

も
愛
さ
れ
て
い
た
そ
う
。
こ
の
記
事

を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
の
中

に
も
、
笹
沢
さ
ん
と
親
交
の
あ
っ
た

方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

現
在
、
笹
沢
さ
ん
の
旧
自
宅
の
奥

が
記
念
館
に
な
っ
て
い
て
、
笹
沢
さ

ん
が
執
筆
さ
れ
た
本
や
直
筆
原
稿
、

執
筆
風
景
を
写
し
た
写
真
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
そ

の
本
の
多
さ
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

富
士
町
で
執
筆
さ
れ
た
の
は
百
冊
で

す
が
、
作
家
人
生
四
二
年
間
で
、
三

八
〇
冊
も
書
か
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
立
派
な
記
念
館
が
、
富
士
町

の
人
た
ち
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
の
に
は
訳
が
あ
り
ま
す
。
実
は
、

昨
年
の
三
月
ま
で
、
日
曜
日
、
観
覧

希
望
が
あ
っ
た
場
合
の
み
の
公
開
だ
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
を
、
島
ノ
江
さ
ん

を
含
む
四
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
立

ち
上
が
り
、
木
曜
日
か
ら
月
曜
日
の

十
時
か
ら
十
七
時
ま
で
、
し
っ
か
り

と
開
館
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た

!

島
ノ
江
さ
ん
は
、
古
湯
に
宿
泊
中

た
ま
た
ま
こ
の
記
念
館
を
訪
れ
る
ま

で
、
笹
沢
左
保
の
こ
と
を
あ
ま
り
知

ら
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
が
、

館
長
と
な
っ
た
今
で
は
、
笹
沢
さ
ん

の
秘
書
か
友
人
か
と
思
っ
て
し
ま
う

ほ
ど
、
笹
沢
さ
ん
の
こ
と
を
ご
存
知

で
す
。
島
ノ
江
さ
ん
が
お
話
し
て
く

れ
る
笹
沢
さ
ん
の
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
、
こ
こ
を
訪
れ
る
誰
も
が
引
き

込
ま
れ
て
し
ま
う
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。「
ひ
と
た
び
引
き
受
け
た
な
ら
、

徹
底
的
に
し
な
き
ゃ
な
ら
ん
」

と
島
ノ
江
さ
ん
。
定
期
開
館
に
あ
た

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
四
人
で
協
力
し

て
、
書
棚
の
本
を
並
べ
替
え
た
り
、

資
料
を
集
め
た
り
、
劣
化
し
か
け
て

い
た
直
筆
原
稿
を
中
性
紙
で
作
っ
た

箱
に
保
管
し
た
り
と
、
記
念
館
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
花
壇
や
野
菜
畑
の
お

世
話
や
敷
地
内
の
草
刈
り
な
ど
の
管

理
も
徹
底
し
て
い
ま
す
。

昨
年
四
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
か
ら
一
年
間
で
、
来
館
者
は
千

人
以
上
。
そ
し
て
、
二
年
目
の
今
年

か
ら
は
、
「
地
域
に
も
貢
献
し
た
い
」

と
い
う
想
い
か
ら
、
一
般
社
団
法
人

古
湯
・
熊
の
川
温
泉
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
連
盟
と
も
協
力
し
て
い
ろ
い

ろ
な
企
画
を
開
始
。
七
月
に
は
、
富

士
小
・
中
学
校
の
生
徒
を
招
待
し
、

佐
賀
新
聞
の
記
者
の
方
を
講
師
に
迎

え
て
新
聞
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
新

聞
は
、
古
湯
映
画
祭
で
展
示
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
我
が
家
の
中
学
生
の
娘

も
、
そ
の
新
聞
作
り
の
た
め
、
夏
休

み
に
ダ
ム
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
ヨ
。

地
域
の
教
育
を
支
援
す
る
、
素
晴
ら

し
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
十
月
二
一
日
が
笹
沢
さ
ん

の
命
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
月
十

四
日
か
ら
二
八
日
に
は
『
紋
次
郎
忌
』

を
企
画
。
こ
の
十
五
日
間
は
入
館
無

料
、
来
館
者
に
は
古
湯
温
泉
立
ち
寄

り
湯
の
五
百
円
引
き
券
を
進
呈
と
い

う
こ
と
で
す
か
ら
、
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
十
一
月
三
十
日
に
は
、
地

域
の
方
へ
の
感
謝
祭
と
し
て
、
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
に
紅
白
餅
を
お
配

り
す
る
と
い
う
企
画
も
あ
る
そ
う
。

翌
日
の
十
二
月
一
日
に
は
、
来
館
者

も
参
加
で
き
る
餅
つ
き
を
催
す
と
い

う
こ
と
で
す
の
で
、
楽
し
み
で
す
ね
。

本
は
大
好
き
な
の
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
興
味
を
持
て
な
か
っ
た

笹
沢
左
保
記
念
館
。
で
も
、
こ
の
取

材
で
訪
れ
る
機
会
を
い
た
だ
い
て
、

本
当
に
よ
か
っ
た
。
島
ノ
江
さ
ん
の

解
説
を
聴
い
て
い
る
私
の
目
は
、
き
っ

と
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
富
士
町
の
住
民
と
し
て
、
島
ノ

江
さ
ん
た
ち
四
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
対
し
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

（
記
事
恵
良
五
月
）
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晴
好
雨
竒

木
原
昭
芳

俳
句

は
た

の
し

い
、

む
か

ご
(零

余
子

）
で

あ
そ

ぶ
。

ほ
ろ

ほ
ろ

ろ
む

か
ご

こ
ろ

こ
ろ

こ
ろ

こ
ろ

ろ

深
ま
る
秋

、
笹

沢
左

保
記

念
館

へ

足
を

運
ん

で
み

ま
せ

ん
か

？

秋 風 に ふ れ あ い 求 め る
ス ポ ー ツ の 祭 典！！

第48回 富富富富士士士士町町町町民民民民体体体体育育育育祭祭祭祭

●日時 １０月７日 日曜日
午前９時２０分 集合
※雨天中止の場合：前日に防災無線放送

●場所 富士運動広場



笹
沢
左
保
氏
の
命
日
に
合
わ
せ
て

『
紋
次
郎
忌
』
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

是
非
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

●
実
施
期
間

平
成

30年

10月

14日
日
曜
日

～

10月

28日
日
曜
日

10時
～

17時

（

火

・

水

曜

日

は

休

館

日

）

●
実
施
内
容

①
期
間
中
の
入
館
料
は
無
料

②
紋
次
郎
衣
装
で
の
記
念
撮
影

③
紋
次
郎
に
か
か
わ
っ
た

女
性
に
変
身

④
木
枯
し
紋
次
郎
の

挿
絵
等
を
展
示

笹
沢
左
保
記
念
館

九
州
さ
が
大
衆
文
学
賞
記
念
館

〒

８

４

０

‐

０

５

２

１

佐
賀
市
富
士
町
大
字
小
副
川

２

５

７

９

（
須
田
・
御
殿
）

電
話
２
３

‐

７
１
４
１

（
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
佐
賀
）

会
場
富
士
公
民
館

（

フ

ォ

レ

ス

タ

ふ

じ

）

開
催
日
毎
月
第
４
木
曜
日
開
催

10月

25日
／

11月

22日

時
間

13時

30分
～

15時

00分

※
参参 参参

加加 加加
者者 者者
募募 募募

集集 集集
中中 中中

!!!!

見見 見見
学学 学学

はは はは
無無 無無

料料 料料
でで でで

すす すす
。。 。。

気気 気気
軽軽 軽軽

にに にに
おお おお

いい いい
でで でで

くく くく
だだ だだ

ささ ささ
いい いい

。。 。。

◆
古
湯
鉦
浮
立

10月

6日

◆
市
川
天
衝
舞
浮
立

10月

20日

◆
須
田
鉦
浮
立

10月

20日

◆
富
士
町
ふ
れ
あ
い
祭
り
（
富
士
支

所
）

10月

27・

28日

◆
２
０
１
７
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
（
佐
賀
市
）

10

月

31日
～

11月

5日

◆
富
士
し
ゃ
く
な
げ
湖
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
２
０
１
８

11月

11日

10月
◆
淀
姫
神
社
秋
季
大
祭
（
上
無
津

呂
）

7日

◆
富
士
町
民
体
育
祭

7日

◆
早
馬
祭

「

ハ

ヤ

マ

サ

イ

」

（

大

串

）

17

日

◆
富
士
音
楽
サ
ロ
ン

25日

11月
◆
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

（

体

育

協

会

）

4日

◆
富
士
音
楽
サ
ロ
ン

22日

※

行

事

に

つ

き

ま

し

て

は

順

不

同

、

日

程

の

変

更

が

あ

り

ま

す

。

ご

了

承

く

だ

さ

い

。

皆
さ
ん
か
ら
の
お
声
を
お
待
ち
し

ま
す
。
掲
載
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

ど
ん
ど
ん
載
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

幸

報

ふ

じ

事

務

局

第４２号 幸 報 ふ じ 平成３０年９月２５日

『
幸
報
ふ
じ
』
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
で
き
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
m

i
l
e
-
e
.
o
r
g
/
k
o
u
h
o
u
f
u
j
i
.
h
t
m
l

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

み
ん

な
の

声

次
号
『
幸

報
ふ
じ
』
は

11月
下

旬
の

発
行

予
定

で
す

。

富
士

音
楽

サ
ロ

ン
の

ご
案

内

10・

11月
の

行
事

予
定

秋

冷

の

候

、

皆

様

い

か

が

お

過

ご

し

で

し

ょ

う

か

？

９

月

の

上

旬

は

、

残

暑

が

厳

し

い

時

期

で

す

が

下

旬

に

な

る

と

日

が

暮

れ

る

の

も

明

ら

か

に

早

く

な

り

夜

の

温

度

が

下

が

り

ま

す

。

上

旬

と

下

旬

は

違

う

月

と

考

え

て

健

康

管

理

を

す

べ

き

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

食

中

毒

や

運

動

会

等

で

の

怪

我

対

策

や

秋

に

多

い

病

気

（

花

粉

症

）

を

ま

と

め

ま

し

た

。

●

食

中

毒

食

中

毒

は

夏

に

多

い

で

す

が

、

秋

は

腸

炎

ビ

ブ

リ

オ

に

汚

染

さ

れ

た

海

産

物

に

よ

る

食

中

毒

に

注

意

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

海

水

中

の

腸

炎

ビ

ブ

リ

オ

の

数

は

、

海

水

温

が

上

が

る

事

で

急

増

し

ま

す

が

、

気

温

と

海

水

温

は

数

ヶ

月

ほ

ど

変

化

に

ズ

レ

が

あ

る

の

で

す

。

食

欲

が

増

進

す

る

秋

も

、

海

水

が

温

か

く

ビ

ブ

リ

オ

菌

は

ま

だ

減

っ

て

い

な

い

の

で

注

意

し

ま

し

ょ

う

。

防

ぐ

た

め

に

は

、

菌

を

つ

け

な

い

「

洗

う

、

分

け

る

」

、

増

や

さ

な

い

「

低

温

で

保

存

す

る

」

、

や

っ

つ

け

る

「

加

熱

処

理

」

と

い

う

３

つ

の

こ

と

が

原

則

と

な

り

ま

す

。

●

運

動

会

や

ス

ポ

ー

ツ

イ

ベ

ン

ト

運

動

会

は

秋

に

実

施

す

る

学

校

が

多

い

よ

う

で

す

。

普

段

運

動

し

て

い

な

い

親

が

競

技

に

参

加

し

、

病

院

を

受

診

す

る

ケ

ー

ス

も

少

な

く

あ

り

ま

せ

ん

。

特

に

運

動

を

や

っ

て

い

た

人

は

、

ふ

く

ら

は

ぎ

の

筋

肉

が

強

く

ア

キ

レ

ス

腱

を

断

裂

し

や

す

い

の

で

要

注

意

で

す

。

準

備

体

操

を

忘

れ

ず

念

入

り

に

行

い

ま

し

ょ

う

。

●

ブ

タ

ク

サ

な

ど

に

よ

る

秋

の

花

粉

症

秋

の

花

粉

症

と

し

て

は

、

ブ

タ

ク

サ

な

ど

の

花

粉

症

が

あ

り

ま

す

。

ス

ギ

の

花

粉

症

よ

り

症

状

は

軽

い

と

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

植

物

ア

レ

ル

ギ

ー

、

ウ

リ

科

の

ス

イ

カ

・

メ

ロ

ン

・

キ

ュ

ウ

リ

や

カ

ボ

チ

ャ

な

ど

の

口

腔

ア

レ

ル

ギ

ー

を

合

わ

せ

持

つ

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

マ

ス

ク

装

着

・

う

が

い

・

洗

顔

・

服

を

よ

く

払

う

な

ど

行

い

ま

し

ょ

う

。

以

上

が

秋

を

元

気

に

過

ご

す

た

め

の

健

康

管

理

ポ

イ

ン

ト

の

ご

紹

介

と

な

り

ま

す

が

、

皆

様

体

調

を

崩

さ

れ

な

い

よ

う

お

過

ご

し

下

さ

い

。

何

か

身

体

が

お

か

し

い

な

ど

症

状

が

あ

る

際

は

、

早

め

の

外

来

受

診

を

さ

れ

て

下

さ

い

。

２

階

病

棟

古

瀬

由

佳

利

温
泉
病
院
だ
よ

り

～健康管理に十分注意をしましょう～

佐賀市立富士大和温泉病院

６３‐０１１１

ホームページ

http://www.hospitalfj.

saga.jp/

ふふふふ れれれれ ああああ いいいい るるるる ーーーー むむむむ 11110000・・・・11111111月月月月 のののの 予予予予 定定定定
ふれあいるーむは、産まれたばかりの赤ちゃん、わんぱくキッズ～おじいちゃ

ん、おばあちゃんまで誰でも使える場所です。季節に合わせて、ミニコンサー

ト・食育講座・おはなし会・バス遠足など、楽しい催しがいっぱい。たくさん

の出会いを大切に、みんなのふれあいの場所、それがふれあいるーむです。

※ 問い合わせ：佐賀市社会福祉協議会 富士支所 ＴＥＬ ５８－２３１１

★１０月の予定 ★

３日（水）わらべうたサロン（タッチケア＆デコカレンダー作り）

４日（木）ふれあいるーむ 休館日

５日（金）ぐんぐんキッズ（おゆずり会）

９日（火）のびのびタイム（親子でリズムダンス）

１２日（金）ぐんぐんキッズ（クッキング～新米を食べよう～参加費300円 ※要予約）

１９日（金）ぐんぐんキッズ（バス遠足
～芋掘りへ行こう～参加費300円 ※要予約

）

２３日（火）かふぇタイム（Book Cafe
～
川端誠の世界

～
）

２６日（金）※ふれあいまつり準備の為 るーむ12時まで

３０日（火）ぐんぐんキッズ（ハロウィンパレード）

★

10月
の

予
定

一

般

者

大

会

3

日

（

水

）

ペ

ア

大

会

27

日

（

土

）

神

公

協

月

例

会

富

士

町

民

大

会

19

日

（

金

）

内

藤

杯

★

11月
の

予
定

一

般

者

大

会

7

日

（

木

）

ペ

ア

大

会

19

日

（

月

）

一

般

研

修

会

24

日

（

土

）

神

公

協

月

例

会

定

休

日

20

日

（

火

）

神水川パークゴルフ場
大会日程 TEL0952-51-7005

★１１月の予定 ★

１日（木）ふれあいるーむ 休館日

２日（金）ぐんぐんキッズ（手作りおもちゃを作ろう）

７日（水）わらべうたサロン（タッチケア＆デコカレンダー作り）

９日（金）ぐんぐんキッズ（お外で遊ぼう 七五三詣りに行こう）

１３日（火）のびのびタイム（親子でリズムダンス）

１６日（金）ぐんぐんキッズ（みそ作り 参加費500円 ※要予約）

２７日（火）ぐんぐんキッズ（普段使いのテーブルコーデ術
参加費300円 ※要予約

）

３０日（金）かふぇタイム（Book Cafe
～
林明子の世界

～
）

◎佐賀市の介護予防事業である『元気アップ教室』への参加者募集！！
平均寿命が男女ともに80歳を超える現在、いつまでも活動的でイキイキとした生活を送るた

めには「介護予防」の取り組みが必要な時代となりました。佐賀市では平成28年度から厚生労

働省が推奨するダンベル体操を取り入れた介護予防教室を行っています。ダンベルは1本220グ

ラム。個人の体力に合わせて使います。冬の間は体を動かす機会も少なく、家に閉じこもるこ

とが増えるため、週に1回、体を動かす機会を作りませんか？

●どんなことをするの？
※ダンベルを使った「運動」だけではなく

「お口の健康」「栄養改善」について専門職が指導します。

●これまでの参加者の声
〇教室に参加して、杖をつかなくて自信を持って歩けるようになった。

〇80歳の私でも、良くなっていくのがわかった。

〇同年代の方と一緒に楽しい雰囲気で学ぶことができた。

〇食事に関心を持つようになりました。

〇近所の人から、「元気になったね！」と声をかけられて嬉しい！…などなど

【期 間】 週1回を目安として、16回（約4か月）

【時 間】 約2時間程度（運動・学習時間を含む）

【会 場】 北部：北部コミュニティ（11月29日～3月21日）…参加者募集中

南部：なごみ荘（11月30日～3月22日）…参加者募集中

※送迎があります

【参加費】 1回300円

【定 員】 各教室16名程度

【参加できる人】 介護予防に関心のある65歳以上の方

【募集期間】 10月1日～11月9日まで

【お問い合わせ】 おたっしゃ本舗富士 電話：58-2810 （担当：吉岡）

おたっしゃ本舗富士からのお便り

イ
ベ

ン
ト

情
報

● 2018年１１月１1日（日）雨天決行

受付8時～、開会式９時～

ハーフマラソン９時３５分スタート！

● 会場 小中一貫校北山校

● コース 富士しゃくなげ湖周回コース

＊ 一部区間で交通規制が行われます

＊ 富士町民もランナーも共に楽しんで、

良い思い出を作りましょう！

＊ コース沿道での応援をお願いします。

また、ボランティアも募集中です！

● 問い合わせ先

富士しゃくなげ湖ハーフマラソン事務局

０８０－８８９４－５０１０

笹
沢
左
保
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内


